大阪バイオ戦略２００９のポイント











「大阪バイオ戦略２００９」における重点取組み


○ファンド組成、人材マッチング等を通じたバイオ関連ベンチャー支援の強化


○新医薬品、医療機器開発の円滑化、迅速化に向けた規制改革や治験促進の実現


○オール関西での革新的研究や産学官連携を通じたアライアンスの推進





・主要テーマについては、ロードマップを作成。


・各構成団体の実施状況を「大阪バイオ戦略推進会議」で検証する。





ベンチャー


支援





・大阪ならではのバイオファンドの組成


・オール大阪でのバイオベンチャーへの成長支援


・彩都ライフサイエンスパーク内への「彩都デスク」設置








規制改革





・構造改革特区への提案等による国への要望活動の実施


・構造改革特区了承事項の実施方策早期決定に向けた国への働きかけ


・府独自の規制改革（軽微変更手続きに対するGMP調査）の実施








治験促進





・専門人材による治験に関する一元的な相談窓口の整備


・府立病院機構５病院、基幹的医療機関による治験促進に向けた検討





革新的研究





・先端医療開発特区（スーパー特区）の推進


・ヒトⅰPS細胞の提供





・産学官連携拠点形成支援事業の採択等による事業推進


・大学等研究機関と製薬企業との産学連携・共同研究促進





産学官連携





・「創薬シーズ・基盤技術アライアンス・ネットワーク」による支援


・国際バイオイベントへの参加、アライアンス促進





アライアンス





・「次世代医療システム産業化フォーラム」のグローバル展開


・「産学官連携戦略展開事業（戦略展開プログラム）」の実施





国際連携





・関西バイオ推進会議を母体とする国内外との連携事業展開


・タンパク質連携ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ『プロテイン・モール関西』の発足・運営





オール関西





・インキュベーション施設等のインフラ整備


・彩都中部地区計画の推進








インフラ整備








